
品川区短時間就労対応型保育実施要綱 

 

制定 平成２０年３月１８日   区長決定  要綱第２３号 

改正 平成２１年２月１０日   区長決定  要綱第１６号 

改正 平成２１年３月３１日 事業部長決定 要綱第２７１号 

改正 平成２１年１２月１１日  区長決定 要綱第４２４号 

改正 平成２３年１月１２日   区長決定 要綱第６８３号 

改正 平成２４年８月２７日   区長決定 要綱第１９５号 

改正 平成２７年４月１日    区長決定 要綱第４６３号 

（目的） 

第１条 この要綱は、品川区立保育所条例（昭和３６年品川区条例第１号）第１条で設

置した品川区立保育所（以下「保育所」という。）において短時間就労対応型保育

（以下「短時間保育」という。）を行うことにより、保護者の就労形態の多様化に伴

う保育需要に対応し、もって児童の福祉の増進を図ることを目的とする。 

 

 （定義） 

第２条 この要綱において「短時間保育」とは、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４

号）および保育の実施等に関する条例（昭和６２年品川区条例第２０号。以下「条

例」という。）に基づき行う保育であって、次条に定める実施基準を満たす場合にお

いて午前９時から午後５時までの間に限って実施するものをいう。 

 

 （実施基準） 

第３条 短時間保育は、児童の保護者が条例第２条に定める入所基準を満たす場合であ

って、かつ、当該児童が次に掲げる要件を満たす場合に行うものとする。 

 ⑴ 入園を希望する年度の４月１日時点での児童の年齢が１歳～３歳であること。 

 ⑵ 児童の保育必要量の認定区分が、短時間認定（一月あたり平均二百時間まで（一

日当たり八時間までに限る。））であること。 

 

 （実施保育所等） 

第４条 短時間保育を実施する保育所は、品川区立伊藤保育園、南大井保育園、荏原保

育園、北品川第二保育園及び二葉つぼみ保育園とする。 

２ 前項の保育所における短時間保育の定員は、１５名以内とする。 

 

 （利用手続等） 

第５条 短時間保育の実施は、短時間保育の実施を希望する保護者から、品川区保育の

実施等に関する条例施行規則（平成９年品川区規則第５２号。以下「規則」とい

う。）第６条に規定する保育所等の利用希望申請をもって行うものとする。 

２ 短時間保育の実施の決定は、第１項の規定による申請に係る児童に対し行う。ただ

し、当該児童の数が、前条に定める定員を超える場合においては、区長は、短時間保

育の必要性等を判断し、実施する児童を決定するものとする。 



（委任） 

第６条 条例および規則に定めるもののほか、短時間保育の実施について必要な事項は、

子ども未来部長が別に定める。 

 

付 則 
この要綱は、平成２０年３月１日から施行する。 

 
付 則 

この要綱は、平成２１年４月１日から適用する。 

 
付 則 

この要綱は、平成２１年４月１日から適用する。 

 
付 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から適用する。 

 

   付 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から適用する。 

 

付 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から適用する。 

 

付 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から適用する。 

 


